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　南校舎棟防水改修工事

Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇









   ○印 ･･･ 適用作業

章 項　　　目 項　　　目 特　記　事　項 項　　　目 特　記　事　項章 章特　記　事　項

6.　他工事との取り合い ◎他工事との取り合い区分
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そ の 他空調工事管 工 事電気工事建築工事

空洞部分のモルタル埋め
衛生器具取付のブロック壁 

空調機器類の基礎工事

給排気ガラリ取り付け

  同上補強

盤, 便器等の箱入れ

縦樋(GLまで)

　同上切込み及び開口補強

設備機器天井開口墨出

床, 天井点検口

　同上(リンブレン等)

スリーブ開口補強(鉄筋)

　同上穴埋補修

梁, 壁, 床スリーブ入れ

項　　　目

◎技能士の適用については, 次の技能検定作業(以下, 「作業」という. )のうち各工事毎に適用する作業を

　指定するものとする. 

　技能士は, 職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし, 資格を証明する

　資料を監督員に提出すること. 

　技能士は, 適用する工事作業中, 1名以上の者が自ら作業をするとともに, 他の技能者に対して, 施工品

　質の向上を図るための作業指導を行うこと. 技能士は, 氏名, 検定職種, 技能士番号等県が指定した内容

　を記載した名札等により, 資格を明示するものとする. 

　なお, 指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする. 

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

仮設 とび ・ とび作業

鉄筋 鉄筋施工 ・ 鉄筋組立て作業

コンクリート コンクリート圧送施工 ・ コンクリート圧送工事作業

型枠 型枠施工 ・ 型枠工事作業

鉄骨 鉄工 ・ 構造物鉄工作業

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業
防水 防水施工

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

タイル タイル張り

木 建築大工

建築板金
屋根及びとい

かわらぶき

金属 建築板金

左官 左官

建具製作

建具

サッシ施工

ガラス施工

塗装 塗装

内装 内装仕上げ施工

表装

配管 配管 ・ 建築配管作業

植栽 造園 ・ 造園工事作業

機械設備 冷凍空気調和機器施工 ・ 冷凍空気調和機器施工作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ常温粘着工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業

・ タイル張り作業

・ 大工工事作業

・ 内外装板金作業

・ かわらぶき作業

・ 内外装板金作業

・ 左官作業

・ 木製建具手加工作業

・ 木製建具機械加工作業

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ 鋼製下地工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

・ カーテン工事作業

・ 木質系床仕上げ工事作業

・ 表具作業　・ 壁装作業

7.　技能士の適用

木材

　・同時期に同一敷地内で別工事を予定しているため, その業者と十分打ち合わせを行い工事を進めること．○

　　決定し，適宜相互に日程の調整及び確認を行う．

　・その他の詳細な施工条件については，実施工程表及び総合施工計画書の作成時に施設管理者と協議の上○

○

○

　　また，休日においても施設管理者より作業中止の要望がある場合は，作業の中止を行う場合がある．

　・施設の使用に影響のある，騒音，振動，粉塵等を伴う作業は平日の授業中は原則施工できない．

　・工程については，施設管理者と協議の上決定すること．○

◎施工条件は次による. １
 
章
 
 
 
 
 
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

◎工事に影響のある範囲内の重要備品等　（　有　・　無　）

1．施工条件

2．重要備品等

◎本工事の着手時に, 給排水, ガス管, 地下埋設物等の調査を行う. 調査期間は　１週間とする. 

  切り回し時期については, 監督員と協議すること. 

を作成し, 勤務実績が確認できる資料(勤務伝票の写し)

〇

  ・本工事は, 警備員等の検定等に関する規則第1条第4号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に

    一級又は二級の検定合格警備員の配置が( 義務付けられている ・ 義務付けられていない ).

  ・配置された検定合格警備員は, 業務に従事している間は合格証明書を携帯し，かつ，監督員等の請求が

　　あるときは，これを提示すること. 

◎交通誘導警備員

    の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること. 

  ・警備業法を遵守するとともに, 受注者は の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件交通誘導警備員

　　事の一部について下請負契約を締結する場合は，当該下請負工事の受注者(当該下請負工事の一部に係る

　　二次以降の下請負人を含む。)も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

  ・受注者は，発注者が行う の実施に協力しなければならない．また，対象工交通誘導警備員勤務実績調査

  ・受注者は, 「交通誘導警備員勤務実績報告書」

〇

〇

〇

〇

〇

については, 警備業法に基づく警備員とし, 図示する場所に５人配置すること. 

　・警備員は, 延５人(昼５人, 夜０人：うち検定合格警備員０人)を見込んでいる. 

ならない.     とともに, 1月毎に監督員へ1部提出しなければ

3.　施工調査

4.　施工調査

5．産業廃棄物の処理 ◎発生材の処理等は，次により適正に行う. 

　(1) 工事による発生材のうち，文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については, 報告及び

      引き渡しを要する. 

　(2) 上記以外の発生材は, 建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律, 資材の有効な利用の促進に

　　　関する法律, 廃棄物の処理及び清掃に関する法律, 建設副産物適正処理推進要綱その他関係法令等に

　　　従い処理すること. 受注者は，工事で発生する産業廃棄物を保管する場合，または自ら運搬する場合等

　　　においては，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の規定を遵守すること。図書に表示のないもの

　　　については, 監督員(契約書に規定する監督員をいい, 標仕の規定による場合は監督職員と読み替える,

　　　以下同じ. )に報告し指示を仰ぐこと. 

　(3) 撤去物の種類, 規模, 構造, 撤去方法, 養生方法, 発生材の処分場を記載する.

種類

処分許可業者の会社名

所在地

処分地の所在地

運搬距離（㎞）

処分費（円）

コン クリ ート (無筋 )

種類

処分許可業者の会社名

所在地

処分地の所在地

運搬距離（㎞）

処分費（円）

種類

処分許可業者の会社名

所在地

処分地の所在地

運搬距離（㎞）

処分費（円）

１０，０００円/ｔ

金属（処分）

０

ガラ ス

廃プラ 石膏 ﾎﾞｰﾄﾞ

コンク リー ト（有筋） アス ファルト

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

１６．７ １６．７ １６．７

７００円/ｔ ７００円/ｔ ７００円/ｔ

（財）徳島環境整備公社（橘）

５，６４０円/ｔ

阿南市橘町小勝187番の地先

阿南市橘町小勝187番の地先

２３．７

ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 成 形 板 等

１３４．１

三好市山城町寺野字大休場956

三好市山城町寺野字大休場956

(株)明和ｸﾘｰﾝ

（有）青藍（中間処分）（有）青藍（中間処分）（有）青藍（中間処分）

　・前面道路は通学路であるため，７時３０分から８時１５分までの間は工事車両は通行しないこと.

○　・外部足場は別途工事（Ｒ５営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇　管理棟等外壁改修工事）のものを利用できる．

　　　建設発生土搬出調書(様式3)を提出しなければならない. なお, 監督員等の指示があった場合は直ち

　　　に産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない. 

　　　物は産業廃棄物管理票(マニフェスト)により, 適正に処理されているか確認するとともに, 監督員に

  (4) 受注者は, 建設副産物が搬出される工事にあたっては, 建設発生土は建設発生土搬出調書, 産業廃棄

　　　は, 50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする. 

　　　また, コンクリート・アスファルト類の搬出先については, 中間処理施設のみとする. 木材について

　　　諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は，理由書を監督員に提出すること．

　　　定されているとき，処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更すること．ただし，

　　　なお，上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者（以下，「優良産廃処分業者」という．）に認

　　　場合，処分単価の見積書の提出を求め，減額変更を行うことがある．

　　　上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが，増額変更の対象とはしない．また，この

〇

1.　一般事項

2.　ベンチマ－ク

　する. 

3.　足場等

　①労働安全衛生法に基づく構造規格

　②(社)仮設工業会の認定基準

　また, 厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録

　工場及び指定工場等の活用に努めるとともに, 前記規格等に定めるもの以外の使用に当たってはあらかじ

　め強度等を確認した書類を監督員に提出し, 承諾を得ること. 

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については, 次の規格又は認定基準(以下「規格等」という. )に適合す

　るものを使用すること. 

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が

　60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに所轄労働基準監督署長に届け出をおこ

　なうこと.

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

　排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと. 

◎設計GLの設定は, BM(1階廊下)を±0とし, NGLはBM－(600)mmとする. ただし, 監督員の指示により決定

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェック

　シート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること.

◎足場等の設置業者は, 別契約の関係受注者に無償で使用させること.また,安全管理も実施すること.

◎足場等を無償使用する業者は，設置業者の指示に従うこと．

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

◎既存電力利用( 出来る ・ 出来ない ), 電力料金( 有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ 出来ない ), 用水料金( 有償 ・ 無償 )

6.　工事用用水, 電力等

◎既存部分の家具等の養生範囲は図示による. 

4.　養生 ◎既存部分の養生範囲は図示による. (養生方法：ｼｰﾄ養生 )

  (養生方法：ｼｰﾄ養生 　　  )

　ただし, 施設管理者と協議すること. 

5.　監督員事務所 ◎監督員事務所は( 設ける(面積　　m２程度) ・ 設けない )

◎同用地は, ( 図示の場所に ・ 用意していないので業者にて )設けること.

◎借地借家料　　　　　　　　　　円    現場事務所用地等

資材置場

7.  工事車両用駐車場

（本工事の施工に際しては, 別途発注の外壁改修工事の足場を使用すること.）

◎着工に先立ち, 敷地境界, 既存構造物,敷地の高低差, 地下埋設物の確認, 近隣建築物及び工作物の現状確認, 

２
章
　
　
仮
設
工
事

(株)ﾘﾘｰｽ

１６，０００円/ｍ3 ３６，０００円/ｍ3

三好郡東みよし町昼間字ｶﾄﾞﾀ305-2

三好郡東みよし町昼間字ｶﾄﾞﾀ305-2

１０２．６

虎尾商事（有）

阿南市橘町東中浜174番地

阿南市橘町東中浜174番地

２５．２ １６．７

阿南市桑野町尾花117番地

阿南市桑野町尾花117番地

（有）青藍（中間処分）

（有）山一建設

阿波市市場町香美字西原284-1

阿波市市場町香美字西原284-1

１５，０００円/t

６６．５

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A3=NON

A2=NON

　　　　　南校舎棟防水改修工事 改特－01

改修特記仕様書(1)

Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計



章 項　　　目 特　記　事　項 章 項　　　目 特　記　事　項 章 項　　　目 特　記　事　項

◎降雨等に対する養生方法は, ( 上屋シート養生 ・ 下階天井養生 ・ その他(　　　　))とする. 

1.　一般事項 ◎保護層, 防水層等を撤去した結果, 下地等が設計図書と異なる場合は監督員と協議すること. 

2.　改修工法の種類及び工程

1　既存保護層(立上り部等)撤去等

施工箇所

2　既存保護層(平場)撤去等

3　既存断熱層撤去等

4　既存防水層(立上り部等)撤去等

5　既存防水層(平場)撤去等

6　既存下地の補修及び処置

7　防水層の新設

8　断熱材の新設

9　保護層の新設

工　程

工　法

3.　既存下地の補修材料 ◎アスファルトは, JIS K 2207の規格品3種とする. 

◎ポリマーセメントモルタル及びポリマーセメントペースト, 層間接着用プライマー, アスファルト系下地

◎ルーフドレインの端部から( 500mm ・ 300mm )の防水層及びシーリングを撤去し, ポリマーセメントモル

  タルで勾配1/2程度に仕上げること. 

5.　既存下地の補修及び処理 ◎補修箇所の形状，長さ，数量等は図示する.

  調整材, 改修用ドレン等の材料は, ルーフィング類製造所の指定する製品とする.

4.　ルーフドレン廻りの処理

　　シート防水

◎合成高分子系ルーフィングシートは, JIS A 6008の規格品とする. 

種　類 厚　さ 種　類 厚　さ
施工箇所 備　　考工　法 種　別

シート 断熱材

6.　合成高分子系ルーフィング

S4S工法 L4X工法

◎端部押さえ金物は, 既成アルミニウム製とし, 形状寸法は( 図示 )とする. 

S-F2  1.5　㎜塩ビ

S-M2
S4S

 1.5　㎜塩ビ

◎絶縁用シートは, 発泡ポリエチレンシートとする. 

◎プライマー, 増し張り用シート, 成型役物, 接着剤, 仕上塗料, シール材, 固定金具, 絶縁用テープ等は,

　ルーフィングシート製造所の指定する製品とする. 

  を施工計画書として提出する. 

○建築基準法に基づき定められた区分等　　

◎機械式固定工法の場合は, 引抜き試験の結果に基づき, 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　基準風速Vo=(　38 )m/s　　地表面粗度区分( I ・ II ・ III ・ IV )

◎固定金具　材質（　　製造ﾒｰｶｰによる　　　）

　　　　　　形状寸法（　製造ﾒｰｶｰによる　　）

S3X工法

増
　
　
　
張

紐状又は液状シール

40mm以上

縦横40mm以上

熱融着又は溶剤溶着

40mm以上

縦横40mm以上

端部にテープ状シール張りの上ルーフィングシート張付け, 末端部は押さえ金物で固定し, シール材を充填する.

紐状又は液状シール

の末端部処理　　
立上り・立下り部

重
　
部 接合端部

接合部 接　着　剤

立上りと平場

平場

合い部　　　　
下地材との取　
配管等と防水　
ルーフドレン, 

ルーフィングシート　
施工後成形役物張付け S-F2と同じ

S-M2S-F2

固定金具

標仕9.4.4(1)　　又は改標仕3.5.4による. 入隅は直角, 出隅は面取りとし, 小石等は完全に除去する. 目地部に幅50mm絶縁用テープ張り

下地に断熱材を隙間無く敷詰め固定する

立上り部等
出隅入隅部

密着した後ルーフィングを張り付ける　　　
下地に断熱材を隙間無く張付, ローラー等で

断熱材(断熱工法)

接着剤塗布平場接着法

下地処理

区　分

◎特記仕様書, 改標仕及び標仕以外は, 主材料製造所の仕様による.

◎塗膜を形成する材料は, JIS A 6021の規格品とする. 

◎プライマー,層間接着用プライマー,補強布,接着剤,通気緩衝シート, シーリング材, 仕上げ塗材等は主材

　料製造所の指定製品とする. 

工　法 種　別 施 工 箇 所 仕 上 塗 料 備 考

7.  塗膜防水

◎脱気装置の仕様：製造ﾒｰｶｰによる

X-2L4X 製造ﾒｰｶｰによる笠木天端

◎ルーフドレンの材質規格：改修用ドレン(塩ビ製)(ドレンキャップ共)

◎工　法：L4X,S3X 　　　　　　　種　別：X-2

◎特記仕様書, 改標仕及び標仕以外は, 主材料製造所の仕様による. 　

◎シーリング材は, JIS A 5758の規格品とする. 

◎プライマーは, 被着体及びシーリングの種類により使い分けること. 

◎監督員に, シーリング材の有効期限が切れていないことの確認を受けること. 

◎シーリング面への仕上塗材仕上げ等を( 行う ・ 行わない ). 

◎外部に面するシーリング材は, 施工に先立ち( 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 )を行う. 

8.  シーリング

◎種類及び施工箇所

記　号 既　存材  質 施工箇所 改修工法 寸　法 接着試験

PU-2 ポリウレタン系

防水保証 ◎防水工事完了後は, メーカー, 元請業者, 下請業者の3者連名による 

　（ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 10 )年間の防水工事性能保証書を提出すること. 

9. 

MS-2 変成シリコーン

X-2 製造ﾒｰｶｰによるS3X 渡り廊下屋根

３
章
　
　
防
水
改
修
工
事

○

○

○

○

○

南棟屋上 立上り

南棟屋上

○

○

○

○

簡易接着性試験撤去 再充填工法

簡易接着性試験

防水押え 10×10

充填工法太陽光支柱基礎－

撤去 再充填工法 簡易接着性試験20×10防水押え

5×5

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A3=NON

A2=NON

　　　　　南校舎棟防水改修工事 改特－02

改修特記仕様書(2)

Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計



※工事ヤードは別途発注工事（外壁改修工事）と共有のため、業者間で十分調整すること

　　　　立上り：防水層撤去の上、下地調整+シート防水(S-F2)+ｱﾙﾐ押え金物

敷
地
境
界
線

・道の駅　鷲の里

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/500

A3=71％

N
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1
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5,110

4,550

7,170

8,000

セミナーハウス

倉庫

艇庫

屋外便所

渡り廊下

中庭

管理棟

正門

受水槽

植込

植込

ＷＣ

　　　　　体育館

弓道場

武道場

若鮎寮

ｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙ

物干し

自転車置場

ﾎﾟﾝﾌﾟ槽

ｺﾞﾐLPG庫

物置

広場

テニスコート

渡り廊下

部室

倉庫

渡り廊下

総合実習棟

駐輪場

駐輪場 部室

駐輪場

的場（Ｓ造）
器具庫

渡り廊下

浄化槽

3600

4
0
0
0

6650

9
3
0
0

記念碑

庭　園

庭　園

1650

1
2
5
5
0

6120

2
5
1
5
0

民　家

民　家

民　家

運　動　場

民　家

樹木

ｺﾞﾐ置場

樹木

前面道路

校舎棟
北棟

校舎棟
南棟

礼法室

若鮎寮

架線

地中電線路

民　家

進入路　幅員4.04m

庭　園

本工事場所：那賀郡那賀町小仁宇

・那賀高校

・鷲敷工業団地

・大塚テクノ

・大塚製薬

〒
阿井

仁宇

〒

鷲

敷

局

那

賀

町

国道195号

小仁宇

和食郷

↓至る　高知

・那賀署

・阿井公民館

鷲

舎

庁

敷

・ ｹｱﾎｰﾑ鷲敷

鷲敷中・   ・

鷲敷小・　

那賀川

鷲敷中央公民館・　

・鷲敷 ｱｲﾋﾞﾚｯｼﾞ公園

附近見取図

◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について, 

　工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」

　を監督員に提出し，監督員の確認を受けてから工事着手すること.

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を

　行い，当該埋設物の種類，位置(平面・深さ)，規格，構造等を確認しなければ

　ならない．

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を

  及ぼさないような措置を施さなければならない. 万一, 損傷を与えた場合は, 

　ただちに監督員に報告するとともに, 施設の運営に支障がないよう受注者の負担

　でその都度補修又は補償すること. 

◎受注者は, 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ床・壁等の穴明けにおいて, 鉄筋及び既存電線管を調査

　すること.

　また, 穴明け墨出し位置や既存鉄筋状況マーキング（必要に応じて電線管等の

　一含む）を行い, 監督員の確認を受けて施工すること.

支障物件の確認

至る　阿南→

・わじきこども園

N
・虹の丘公園

鋳鉄製90φ (縦型・横型)

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ

　　　一部笠木：既存のまま

改修後

笠木天端
　　　一部笠木：[防水M金ｺﾃ+塗膜防水(X-2)]、[防水M金ｺﾃ+FRP防水]

平場：[防水M金ｺﾃ]

屋上

改修前

外部仕上表 ※改修前仕上表において [　 ]表記のあるものは既存のままとし、それ以外は撤去とする。 凡　　　例

▽ＦＬ

▽ ＧＬ

基準線　

設計地盤面

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　壁　（1/10～1/50）

基準線X,Y

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　壁（1/200,1/100）

Cｺﾃ

C金ｺﾃ

竪樋

ｺﾝｸﾘｰﾄこて仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ごて仕上

ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上M金ｺﾃ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鉄骨下地

ﾓﾙﾀﾙ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄRC

M

S

AL

ｽﾃﾝﾚｽSUS

溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板GL鋼板

SOP

EP

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

つや無合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りEP-G

耐候性塗料塗りDP　　　　不燃　NM-8578

G

施設利用者出入口

施設利用者出入口

工事車両出入口

G

30
ｍ

G

現場事務所・作業員駐車場

 交通誘導員を示す

 アプローチを示す

G

 張り )を示す (別途工事 )

 外部足場 (下部枠付金網

平場：水洗い工法+下地調整+塗膜防水（X-2）

南校舎棟：平場：[シート防水断熱工法]

渡り廊下屋根：シート防水

南校舎棟：平場：下地調整+シート防水(S-M2工法)

渡り廊下屋根：防水層撤去の上、下地調整+塗膜防水（X-2）

配置図・支障物件図　1/500

4. 9t ﾗﾌﾀ ｸーﾚ ﾝー

　　　　　南校舎棟防水改修工事

南校舎棟：撤去の上、改修用ルーフドレン 100φ (塩ビ製 )

附近見取図・配置図・支障物件図・仕上表

　　　　立上り：[シート防水]

 工事ヤードを示す

 工事対象建物を示す

凡例

A－ 01
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇
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70,200

21,60026,10022,500

4,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5004,500 4,500 4,500

68,400

17,10051,300

4,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5004,5004,5003,6003,6003,6004,5004,5004,500

1,8001,8001,8001,800

2,500 2,0002,4002,100

9,100

2,7304,5001,870

会議室

階段室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

事務室

廊下

ホール 玄関

進路指導室進路研究室

被服教室
階段室

化学室

男子
便所

女子
便所 化学室

準備室

UPUP

礼法室

渡り廊下

△  壁芯

▽  壁芯

壁芯
壁芯

Ｓ造渡り廊下

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

昇降口保健室

階段室

物入
英数教室

調理教室
階段室

廊下

UP

男子
便所

女子
便所

PS
普通教室普通教室

物入

UP

女子休養室調理準備室

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

電気ＨＨ

校長室

廊下

湯沸室

キュービクル

倉庫１

物置

多目的便所

PS

PS

前室

UP

ｽﾛｰﾌﾟ

UP

UP

生徒
相談室

（西） （東）

凡例

：工事対象外範囲を示す

技師室１

物置

技師室２

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ'

Ｅ'
管理棟

渡り廊下

Ｇ'

校舎（北棟）

A

B'

B

C

D

E

F

G

A

B'

B

校舎（南棟）

1716

15'

151413121110987654321

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

13'

15 16 17

１階平面図　1/200

N

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A2=1/200１階平面図
A3=71％

　　　　　南校舎棟防水改修工事 A－ 02
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計
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1,470

2,500

1,030

4,500

Ｇ'

Ｆ'

Ｅ

Ｄ

Ｃ

廊下

女子男子
UP 便所 UP便所

暗室 階段室階段室
コンピュータ室 社会科教室

PS
物理室 普通教室 普通教室 教材室 準備室

DN
DN

書庫

倉庫２渡り廊下

図書室

Ｓ造渡り廊下

職員便所

UP

UP
階段室階段室

視聴覚室
女子 職員室視聴覚室 便所 DNDN 普通教室 普通教室 普通教室

準備室
（３年生） （３年生） （３年生）

男子
印刷室便所

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

廊下

廊下

司書室

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

PS

PS

放送室

職員
ﾛｯｶｰ室

（西） （東）

：工事対象外範囲を示す

管理棟

校舎（北棟）

B

B'

A

G

F

E

D

C

B

B'

A

渡り廊下

校舎（南棟）

171615

15'

14
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13121110987654321
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15'
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２階平面図　1/200
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： ｶﾗｰVP竪樋 100φ新設を示す (別途工事 )

：水洗い工法範囲を示す(別途工事)

： ｼｰﾄ防水撤去範囲を示す (別途工事 )

：下地調整+塗膜防水X-2範囲を示す (別途工事 )

：下地調整+塗膜防水X-2範囲を示す (別途工事 )

： ｶﾗｰVP竪樋 75φ撤去・新設を示す(別途工事)

：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去・新設を示す (別途工事 )

：塩ビ竪樋100φ撤去を示す(別途工事)DP90

DP75

VRD

凡例

DP100

VRDDP75

DP75

DP75

DP75 VRD

DP100

DP100 DP100 DP100 DP100 DP100 DP100DP100

DP100 DP100 DP100 DP100 DP100 DP100 DP100
DP100 DP100 DP100 VRDVRDVRD VRD VRD VRD VRD VRD VRD VRD

VRD
DP100

VRD

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A2=1/200

A3=71％
２階平面図

　　　　　南校舎棟防水改修工事 A－ 03
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計
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女子
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ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

屋上

美術・書道
準備室

練習室

：工事対象外範囲を示す

D

管理棟

渡り廊下

校舎（北棟）

1716

15'

151413121110987654321

B

B'

A

G

F

E

D

C

B

A

校舎（南棟）
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D
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D

1716151413121110987654321
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A
C

C

改修前　PH階平面図　1/200

N

凡例 (防水改修 )

：水洗い工法範囲を示す

： ｼｰﾄ防水撤去範囲を示す

：横型ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去を示す

：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去を示す

太陽光モジュール

シート防水SI-M2

防水M金 ｺﾃ

既存のまま

ﾊﾄ小屋天端:防水 M金 ｺﾃ防水M金 ｺﾃ

塩ビ飾り桝撤去 塩ビ飾り桝撤去

防水 M金 ｺﾃ

塩ビ飾り桝撤去 塩ビ飾り桝撤去

防水M金 ｺﾃ

柱天端:防水 M金 ｺﾃ

手摺： STK60.5φ +SOP

中桟： STK34.0φ +SOP
支柱： STK34.0φ +SOP

手摺子：STK16.0φ +SOP

塗膜防水X-2
既存のまま

塗膜防水X-2
既存のまま塗膜防水 X-2

既存のまま

柱天端:塗膜防水X-2

柱天端 :塗膜防水 X-2

　　　 既存のまま

　　　  既存のまま

既存のまま
GL鋼板t0.4瓦棒葺き

VRD

HRD

HRDHRDHRDHRDHRDHRDHRD

VRD

(別途工事)(別途工事)(別途工事 )(別途工事)
EXP-Jｶﾊﾞｰ取外し

ｼｰﾄ防水撤去 防水M金 ｺﾃ

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A2=1/200改修前　PH階平面図
A3=71％

　　　　　南校舎棟防水改修工事 A－ 04
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計



9
,
10
0

5
,
0
00

5,
0
0
0

5
,0
0
0

5
,
0
00

3
,
2
00

2
9
,1
0
0

7
,1
0
0

2,
0
0
0

9
,1
0
0

70,200

21,60026,10022,500

4,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5004,500 4,500 4,500

68,400

17,10051,300

4,5004,5004,5003,6004,5004,5004,5004,5004,5004,5003,6003,6003,6004,5004,5004,500

2,050

7
,1
0
0

5
,0
0
0

4,500

3,600

5
,
2
507
,1
0
0

音楽室

準備室

階段室

生徒会室

美術教室

廊下

UP
男子
便所

女子
便所

PS
普通教室普通教室書道教室 DN

階段室
UP

DN

DN

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

屋上

美術・書道
準備室

練習室

：工事対象外範囲を示す

管理棟

渡り廊下

校舎（北棟）

1716

15'

151413121110987654321
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校舎（南棟）
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改修後　PH階平面図　1/200

N

：横型ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ新設を示す

：縦型ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ新設を示す

凡例 (防水改修 )

：下地調整＋塗膜防水 X-2新設範囲を示す

：下地調整＋シート防水S-M2新設範囲を示す

VRD

HRD

VRD

HRD HRD HRD HRD HRD HRD HRD

塗膜防水X-2

太陽光モジュール

塗膜防水X-2
塗膜防水 X-2

柱天端 :塗膜防水 X-2

塗膜防水X-2

塗膜防水 X-2

塗膜防水 X-2

下地調整 +シート防水S-M2

塩ビ飾り桝新設塩ビ飾り桝新設塩ビ飾り桝新設塩ビ飾り桝新設

塗膜防水X-2

GL鋼板 t0.4瓦棒葺き

塗膜防水X-2

塗膜防水X-2

太陽光支柱防水処理(48か所 )

(別途工事) (別途工事 ) (別途工事) (別途工事)

(別途工事 )(別途工事)

柱天端:塗膜防水X-2(別途工事)

(別途工事)

(別途工事) 塗膜防水X-2

塗膜防水X-2
(別途工事 )

ﾊﾄ小屋天端:塗膜防水X-2(別途工事)

下地調整+DP(別途工事 )

　　　  (別途工事)

EXP-Jｶﾊﾞｰ再取付

柱天端:塗膜防水X-2(別途工事)

SUS脱気筒新設(13か所 )

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A2=1/200

A3=71％
改修後　PH階平面図

　　　　　南校舎棟防水改修工事 A－ 05
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計
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西側階段　C-C断面詳細図　1/50

東側階段　D-D断面詳細図　1/50
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C

下地調整 +塗膜防水 X-2

改修後仕上

F

E

D

C

B

A

符号

F

E

D

C

B

A

符号 改修前仕上

立上り：下地調整+ｼｰﾄ防水 S-F2

平場：下地調整 +ｼｰﾄ防水S-M2平場：ｼｰﾄ防水断熱工法 既存のまま

(
別

途
工

事
) A

平場・立上り： ｼｰﾄ防水撤去

塗膜防水 X-2　既存のまま

EXP-Jｶﾊﾞｰ再取付

B

C

B B

(別途工事)

ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 耐火野地板 t18
C-100× 50× 2.3@455　既存のまま
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ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去

EXP-Jｶﾊﾞｰ取外し

防水M金 ｺﾃ　既存のまま

F

F

F

D

F F

E

C

C

改修用ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(塩ビ製 )新設

工事対象外 工事対象外

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A2=1/50

　　　　　南校舎棟防水改修工事

A3=71％

A－ 06

改修前後　断面詳細図

Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計

改修前 改修後
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ｼ ｰﾘﾝｸﾞPU-2 10× 10

塗膜防水 X-2 
下地調整の上

既存のまま

ｼｰﾄ防水撤去

M刷毛引き

防水M金 ｺﾃ ｼｰﾄ防水撤去

+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
M刷毛引き

ｼｰﾄ防水断熱工法
既存のまま

+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜防水X-2
既存のまま  

ｼｰﾘﾝｸﾞ・ ｱﾙﾐ押え金物撤去

下地調整の上

ｼｰﾄ防水 S-M2
下地調整の上

塗膜防水X-2 

竪樋：塩ビ管90φ撤去

▽ RSL ▽ RSL

▽ RSL

手摺子：STK16.0φ +SOP
支柱・中桟：STK34.0φ +SOP

防水M金 ｺﾃ
既存のまま

手摺： STK60.5φ +SOP

既存のまま  
塗膜防水X-2

M刷毛引き
+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

防水M金ｺﾃ
既存のまま

M刷毛引き
+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

防水M金 ｺﾃ 既存のまま

既存のまま
防水M金 ｺﾃ

ｼｰﾄ防水断熱工法
既存のまま

M刷毛引き
+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

竪樋：塩ビ管 90φ撤去

塩ビ飾り桝撤去
▽RSL

下地調整の上
塗膜防水 X-2 

下地調整の上
塗膜防水X-2

下地調整の上
ｼｰﾄ防水 S-M2

保護 ｺﾝｸﾘｰﾄ一部撤去

下地調整の上
ｼｰﾄ防水S-F2

防水 M金 ｺﾃ 既存のまま

▽RSL

M刷毛引き
+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜防水X-2
既存のまま 

+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
M刷毛引き

▽RSL

下地調整の上塗膜防水X-2

ｼｰﾘﾝｸﾞ・ ｱﾙﾐ押え金物撤去

ｼｰﾄ防水断熱工法 下地調整の上
ｼｰﾄ防水S-M2

ｼｰﾘﾝｸﾞ10× 10撤去

ｼｰﾄ防水撤去

(
別

途
工

事
)

(
別

途
工

事
)

M刷毛引き
+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

EXP-Jｶﾊﾞｰ取外し

ｼｰﾄ防水撤去

塗膜防水X-2
既存のまま  

支柱・中桟：STK34.0φ +SOP

手摺：STK60.5φ +SOP

ｼｰﾄ防水撤去

ｼｰﾄ防水断熱工法
既存のまま

手摺子：STK16.0φ +SOP

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去

ｱﾙﾐ押え金物撤去
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去共

ｼｰﾘﾝｸﾞ・ ｱﾙﾐ押え金物撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ・ ｱﾙﾐ押え金物撤去

　　　(別途工事)

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ撤去 (別途工事)

(別途工事)

(
別

途
工

事
)

ｼ ｰﾄ防水S-F2
下地調整の上

塗膜防水X-2
下地調整の上

EXP-Jｶﾊﾞｰ再取付

下地調整の上
塗膜防水X-2

下地調整の上
ｼｰﾄ防水 S-F2

下地調整の上
ｼｰﾄ防水 S-M2

▽ RSL▽ RSL

　　　 (別途工事 )

(別途工事)

(
別

途
工

事
)

(
別

途
工

事
)

(別途工事)

下地調整の上
ｼｰﾄ防水S-F2

ｱﾙﾐ押え金物新設
ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設 ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設

ｱﾙﾐ押え金物新設

新設

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設
ｱﾙﾐ押え金物新設

ｱﾙﾐ押え金物新設
ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設
ｱﾙﾐ水切り新設

改修用 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ100φ (塩ビ製)新設

※保護 ｺﾝｸﾘｰﾄ一部復旧

防水型
複層塗材E

塗膜防水(X-2)
重ね塗り

(別途工事)

塗膜防水(X-2)

(別途工事)

4
5
0

8
0

100

8
0

45
0

200

ｼｰﾄ防水 S-M2
下地調整の上ｼｰﾄ防水 S-F2

下地調整の上

下地調整の上
塗膜防水 X-2

下地調整の上
ｼｰﾄ防水S-M2

下地調整の上
塗膜防水X-2 

下地調整の上
塗膜防水X-2

(別途工事 )

下地調整の上
外装薄塗材E
(別途工事)

下地調整の上
ｼｰﾄ防水S-F2

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20× 10新設

ｱﾙﾐ押え金物新設

ｱﾙﾐ押え金物新設

ｱﾙﾐ押え金物新設

A部

A部分拡大図(共通)　1/10

B部分拡大図(共通)　1/10

A部

C部

B部

A部
B部

B部

C部分拡大図(共通)　1/10

ｿｰﾗｰﾍﾞｰｽ 既存のまま

ｼｰﾘﾝｸﾞ 既存のまま

ｼｰﾘﾝｸﾞ
既存のまま

1
0
0

既存 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ｼｰﾄ防水  既存のまま

既存ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

既存 ｿｰﾗｰﾍﾞｰｽ

既存ｼｰﾄ防水

ｼｰﾄ防水 S-M2(既存 ｼｰﾄに溶着 )

ｼｰﾄ防水を既存支柱に溶着太陽光パネル支柱
：L-50× 50× 6
　 (塩ビ樹脂 ｺｰﾃｨﾝｸﾞ)

端部：ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 5× 5新設

ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A3=71％

A2=1/5,1/10,1/20

　　　　　南校舎棟防水改修工事

改修前後　部分詳細図

A－ 07
Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇

※無収縮 ﾓﾙﾀﾙ注入　Fc＝ 30

●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計

改修前 改修後

改修前 改修後

パラペット（A-A断面南側）詳細図　1/20

パラペット（A-A断面北側）詳細図　1/20

改修前 改修後

パラペット（B-B断面西側）詳細図　1/20

太陽光ﾊﾟﾈﾙ支柱廻り防水詳細図　1/5

改修前 改修後改修前 改修後

パラペット（C-C断面北側）詳細図　1/20



月

工
事
項
目

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

準備期間

仮設工事

検査・手直し

１ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 １０ヶ月 １１ヶ月 １２ヶ月

1 15 30 1 15 31 1 15 30 1 15 31 1 15 31 1 15 30 1 15 31 1 15 30 1 15 311 15 31 1 15 29 1 15 31

南渡り廊下屋根復旧

南渡り廊下屋根撤去 劣化補修(南東) 劣化補修(北西)

検査施工図 工場製作

【外壁改修１】 【外壁改修２】
中間検査 手直し 完了検査 手直し

【防水改修】完了検査

準備期間

仮囲い・現場事務所

外部足場解体(南東) 外部足場解体(北西)外部足場組立 外部足場(3ヶ月) 外部足場(3ヶ月)

樋取付 樋取付

玄関庇

屋根塗装改修 ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

外壁調査(全面) 建具ｼｰﾘﾝｸﾞ打替 建具ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

外壁吹付等(南東) 試運転調整 外壁吹付等(北西) 試運転調整

外部照明機器取替 外部照明機器取替

外部建具取付 外部建具取付

防水改修工事

北西小庇ｳﾚﾀﾝ防水

(

本
工
事)

外
部(

別
途
工
事)

概略工事工程表（参考）

南校舎屋上

A－ 08
ＭＩＹＡ徳島県県土整備部営繕課

A3=NON

A2=NON概略工事工程表（参考）

　　　　　南校舎棟防水改修工事

Ｒ６営繕　那賀高等学校　那賀・小仁宇●工事名 ●図面番号 株式

会社

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

宮 建 築 設 計


